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　近年，薬剤耐性の問題を考慮した適切な
薬物療法や感染制御における薬剤師の役割
はますます重要になっており，いっそう積
極的な関与が求められています．本書はそ
うした時代の要請に応える形で編集され，
感染症分野で必要とされる理論と実践を体
系的に学ぶことができます．ぜひ多くの薬
剤師の方や，感染症治療や感染制御学を学
ぶ薬学生に本書を手に取っていただきたく，
ご紹介します．
　本書は『総論』『感染臓器・原因微生物か
らみた感染症』『感染症の治療薬』『感染制御
学』と大きく 4つのまとまり（「ひきだし」の
タイトルになぞらえて「段目」）から成り
立っています．
・  1段目『総論』では，感染症の基本や抗菌
薬の選択と適正使用，PK/PDなどの基礎的
な内容が網羅されています．
・  2段目『感染臓器・原因微生物からみた感
染症』では各臓器や原因微生物に焦点を当
てた感染症の解説が続き，実際の臨床現
場で遭遇する症例に即した知識が盛り込
まれています．
・  3段目『感染症の治療薬』では，各薬剤の
特徴を理解し，代謝や病態による薬の使
い分けなどの実践的な知識が満載です．
各項目の解説が相互に繋がっているため，
薬剤師としての実践力を重層的に養うこ
とができます．
・  感染制御活動を担当する場合は，AST（抗
菌薬適正使用支援チーム），ICT（感染制御

チーム）の一員として，感染症を専門とし
ていない医療従事者に適切な助言をした
り院内の運用を定めて説明したりするな
ど，指導的役割が求められます．4段目
『感染制御学』の段では，これらの理論的
背景もまとめられており，業務を進めて
いく支えになってくれるでしょう．

　さらに各章の構成も工夫されています．
最初に要点がまとめられ，その後に解説を
読むことで体系的に知識を得ることができ
ます．加えて随所に示された「ステップアッ
プのひきだし」には，専門性をより深めてい
くためのさまざまな気付きが用意されてお
り，実践力を養うことができます．
　ところで臨床現場では救急や悪性腫瘍，
循環器領域など，各疾患の薬物療法と感染
症治療の両面を十分理解して対応する必要
があります．本書では各領域にそれぞれ精
通したエキスパートの著者陣がそろい，多
様な視点と豊富な経験に基づく実践的知識
がまとめられている点も魅力です．
　以上，『感染症薬学のひきだし』は感染症
薬学の基礎から応用までを網羅した，実践
的かつ体系的な教科書であり，薬学生や，
感染制御活動を担当している，あるいは認
定資格をめざす薬剤師の方など幅広い読者
に役立つ一冊と言えます．感染症の薬物療
法と感染制御学を学ぶ基礎として，本書を
手に取っていただくことを強くお勧めしま
す．
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